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    2020年  4月 21日 

助成事業実施報告書 

団体名 特定非営利活動法人 SOU                            

代表者・役職名 氏名 友田 由香                    

▼報告書の扱い、および記入にあたっての注意点 

この報告書（精算報告書以外）は、ホームページなどで公開する予定ですので、広く読まれることを想定してご記入ください。また、編集段階

で、表記・表現等を事務局で編集する場合がありますので、あらかじめご了承ください。語尾の表現は「です・ます」調でお願いします。報告書

に掲載するため活動の内容がよくわかる写真（２枚程度。写真の肖像権問題がないものの提出をお願い致します）を添付して下さい。 

 

１．助成プロジェクト名 

障がい者アート作品を用いた商品製作事業 

２．実施団体の概要（創設の経緯、創設時期＝法人で、法人化前に任意団体での活動がある場合、その段階からご記入ください。
会員数など。１８０文字程度まで） 

当法人代表の友田が、福祉作業所での職業指導員勤務経験と自身の知的障害を持つ息子との関わりから、障

がい者の方への支援を日常的に行ってきました。息子の福祉作業所の入所する為に施設見学したことが設立の

一番のきっかけです。才能ある障がい者の力を生かせるような、支援者の理解と意思の疎通、笑顔の絶えない、

楽しく過ごせる活動場所を作っていけたらという思いから、2016年 4月に NPO法人を設立しました。 

３．プロジェクトの目的とその背景（※応募申請書に記載のものでも可）  ２５０文字程度まで 

障がい者の方がどこで、何をしているのか？まだまだ認知されているとは言えません。彼らが日中活動

等で製作した商品も役所等での販売が多く、善意で購入して頂いているのが現状です。商品の質の向

上は勿論の事、製作した障がい者を職人のようにフューチャーさせる等、価値を高めていきます。一点

もの、ハンドメイド商品は既製品にはない、オリジナリティやストーリーがあり、それを求める消費者は増

えています。一般市場でも適正な価格で購入して頂けるような商品企画が必須です。 

４．プロジェクトの内容（※当初予定と変更がない場合は、応募申請書に記載のものでも可） ３００文字程度まで 

東京都国立市の社会福祉法人 滝乃川学園の利用者（知的障がい者）さんが絵画教室の時間に製作されるアー

ト作品を使用し、洋服や雑貨などを製作していきます。 

専門的知識のある臨床美術士の方（アート作品、商品企画のアドバイザー）と当法人理事、社員 3名と（洋服のデ

ザイン、パターン製作担当）進めていきます。 

アート作品を使用し、生地にプリントして素材を製作します。デザイン、パターン、サンプル縫製を行い、販売商品

を完成させていきます。 

SNSで広報活動を行い、イベント出店、展示会、オンラインショップで展示、販売していきます。 

５．プロジェクトの実施で得られた「結果」(OUTPUT。実施回数や参加者数など)、「成果」(OUTCOME。事業によって生

まれた直接的な変化)、「社会的な変化」（IMPACT。事業が社会に与えた影響）などの『効果』 ３００文字程度まで 

商品:長袖カットソー ￥3,500、（2枚購入済、予約販売分 2枚）パンツ￥6,800（1枚購入済、予約販売 2枚）、半袖

カットソー ￥3,900～5800（予約販売分 3枚）、チュニック ￥8,800（予約販売分 i1枚）、バッグ ￥5,500（販売なし） 

アート作品そのものでも障がい者の方々の才能や存在をアピールする事は出来ていますが、更に手を加える事

により、身近な方、SNS上で活動を知って下さった方から、素材を使いたい、商品を取り扱いたい等の声を頂き、

今まで関心を示さなかった方にも注目して貰えました。商品の紹介、販売により、工賃 UPにも繋がり、認知される

ことで、差別や偏見が少しずつではありますが、減ることを実感出来ました。また家族や支援者も改めて彼らが出

来る事に対しての取り組みや環境の改善を再認識して頂けたと思います。 



 

 

６．プロジェクト実施にあたっての課題、今後の展望など ３００文字まで 

素材となるアート作品は個性的な作品が多く、充実しつつありますが、それらを見極め、手を加えて製品化するま

での人員が足りず、「一点限り」の商品作りとなっているのが現状です。SNSで広報した結果、注文を頂いても、対

応しきれない状況が続いています。縫製が出来る福祉作業所と現在進行形で製作を依頼しています。 

今後はそちらで製品化して、オンラインショップ、イベント販売は引き続き行い、展示会を開催するなど、一人でも

多くの方の目に触れるような活動を引き続き行っていきます 

７．参考資料 
支援対象プロジェクトで作成したチラシ、パンフレットやマスコミで紹介された記事
等は現物またはコピー、活動状況の写真などを参考資料として提供してください。 

参考資料あり ・ 特になし 
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